
※１  基準値８ ， ０ ０ ０ Ｂ ｑ ／ｋ ｇ （ 乾燥重量） を 超過し た場合

※２  基準値８ ， ０ ０ ０ Ｂ ｑ ／ｋ ｇ （ 乾燥重量） 以下の場合

再対策へ移行せず

対策へ移行せず

①施策対象の選定

②対策の対象に

該当する か

③基礎調査の実施

⑥その後の状況変化

⑦再対策の必要性

ため池放射性物質対策の流れ

④詳細調査の実施

令和５ 年２ 月１ ３ 日

令和４ 年度 第２ 回 南相馬市環境回復推進委員会

（ 2） ため池の放射性物質対策（ 再対策） について 資料

⑤対策の実施

営農再開・ 農業復興、 施設管理

への影響の観点から 対策が必要

・ 農業用ため池か

・ 農業利用を 継続する か

・ 除染対象ではないか 等

大雨等によ り 、 山地等から 放射性物質

が流入し セシウ ム濃度の上昇が見込ま

れる 場合等

以下のため池は再調査の対象から 除く

・ 山地等から の土砂の流入が明ら かに

認めら れないため池

・ 利用及び維持管理の実態を 踏ま え、

底質の露出によ り 直ちに管理者が被曝

する 恐れのないため池

Yes

Yes

Yes

Yes（ 再調査へ移行）

Yes※１

Yes※１ No※２

No※２

No
大雨等の影響に伴う 農水省の方針

・ 必要に応じ て再調査、 再対策

を実施する

・ 除染未実施である 山林から の土

砂流入防止対策については、 引き

続き 情報収集を行い、 必要に応じ

て情報提供及び支援を行っていく

資料２ -１
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基礎調査の概要

基礎調査の作業内容

●ため池の利用・ 管理等実態調査

●水質調査

●底質調査

●空間線量調査

水質・ 底質・ 空間線量 調査イ メ ージ

採水状況(バート ン 採水器)

採泥状況(エク マンバージ採泥器)

資料２ -２
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詳細調査の概要

詳細調査 … 対策の計画を 具体化する ため、 測量や放射性物質の詳細調査を実施

採泥調査 底質面的調査 放射性セシウ ム濃度分布図

柱状採泥を実施し 、 放射性
物質を含む底質の堆積状況
を確認する 。

ロ ープ状の測定器を用い、 底質の放射性セシウ ム濃度
の調査を行う 。 平行移動し 、 随時測定する こ と で、 面
的な調査を実施する 。

放射性セシウ ム濃度の分布図
を作成し 、 対策工の施工範囲
を決定する 。
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対策工の概要（ 直接掘削）

直接掘削 … 重機を 用い、 放射性セシウ ム濃度の高い底質を 掘削除去する

作業管理のため、 施工範囲
を区画分けし ま す。

区画ごと に丁張を設置し 、 施
工前後の高さ を確認し ま す。

重機を用い、 底質を 掘削し ま す。 施工後の状況

① ② ③ ④

【 対策工法の選定について】

●落水でき る 場合 … 落水し たう えで、 重機によ る 直接掘削

●落水でき ない場合 … 水上に台船を 浮かべ、 ポンプ浚渫
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対策工の概要（ ポンプ浚渫）

ポンプ浚渫 … ポンプ吸引によ り 、 放射性セシウ ム濃度の高い底質を浚渫除去する

ポンプ浚渫 浚渫イ メ ージ図 シルト フ ェ ンス

水上に浮かべた台船から 、 ポンプで底質を 吸い上げる 取水口にシルト フ ェ ンス （ 汚濁防止
膜） を設置し 、 施工中の泥の流出を
防止
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： 現在実施中

※２ ： ３ ２ ４ か所のう ち対策面積が狭い揚水機場３ か所については、 詳細調査実施せず対策工
　 　 　 対象と し 、 残３ ２ １ か所について詳細調査を実施する

対策工
対象外

（ 詳細調査
結果基準値

内）
８ ０ か所

詳細調査
対象外

（ 基礎調査
結果基準値

内）
２ ９ ９ か所

※１ ： 横川ダム、 高倉ダム、 岩部ダム

Ｈ２ ７ ～Ｒ １
基礎調査

５ １ ４ か所
（ 小１ １ ５ 、 鹿２ ０ ９ 、 原１ ９ ０ ）

Ｈ２ ５ ～Ｈ２ ６
福島県のモニタ リ ン グ調査

において、 基準値超過
１ ０ ９ か所

※基礎調査実施せず詳細調査対象と する

Ｈ２ ７ ～Ｒ １
詳細調査

（ Ｈ２ ５ 、 Ｈ２ ６ モニタ リ ング調査、 基礎調査の結果、 基準値超過）

３ ２ １ か所
※２

（ 小８ ４ 、 鹿１ １ ９ 、 原１ １ ８ ）

Ｈ２ ８ ～Ｒ ４ 完了予定
対策工

（ 詳細調査結果基準値超過２ ４ １ ＋揚水機場３ ）
２ ４ ４ か所

（ 小７ ０ 、 鹿７ ４ 、 原１ ０ ０ ）

Ｈ２ ８ ～Ｈ２ ９
県モデル施工

１ か所
（ 原１ ）

Ｈ２ ８ ～Ｒ ５ 完了予定
市施工

２ ４ ３ か所
　 （ 小７ ０ 、 鹿７ ４ 、 原９ ９ ）

完了２ ４ ２ /２ ４ ３

総数（ 廃止ため池、 及びダム ※１ 除く ）
６ ２ ３ か所

（ 小１ ４ ６ 、 鹿２ ４ ５ 、 原２ ３ ２ ）

ため池放射性物質対策【 対策工】 　 実施状況

基準値８ ， ０ ０ ０ Ｂ ｑ ／ｋ ｇ （ 乾燥重量）

資料２ -３
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： 今後、 実施

※１ ： 横川ダム、 高倉ダム、 岩部ダム

※２ ： 緊急的に実施し た簡易調査の為、 基準値内と なったため池については、 改めて再基礎調査の対象と する 。

Ｒ ４
再基礎調査【 利用・ 管理実態調査】

２ ４ ０ か所

Ｒ ４ ． ７ 月～Ｒ ４ ． ８ 月
再基礎調査【 採泥調査】

１ ４ ３ か所

【 再対策の検討が必要】
・ 令和元年東日本台風以前に対策工完了　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ４ か所
・ 令和元年東日本台風以前の基礎調査で基準値内と なったため池　 　 ２ ８ ９ か所
・ 令和元年東日本台風以前の詳細調査でで基準値内と なったため池　 　 ７ ９ か所

計　 ４ ６ ２ か所（ Ａ ）

Ｒ １ ～Ｒ ２
緊急簡易再基礎調査

１ １ か所

Ｒ ３ ～Ｒ ４
再基礎調査【 利用・ 管理実態調査＋採泥調査】

（ Ａ ） －（ Ｂ ） ＝４ ５ ７ か所

基準値８ ， ０ ０ ０ Ｂ ｑ ／ｋ ｇ （ 乾燥重量）

Ｒ ５ ～Ｒ ６ 完了予定
再対策工

（ 再詳細調査結果、 基準値
超過）

〇〇か所

再詳細調査
対象外

（ 再基礎調査結
果、 基準値内）

１ ３ ６ か所

利用・ 管理実態な
し

９ ７ か所

緊急簡易再基礎調査結果基準値内

６ か所
※２

【 再対策の検討が不要】

・ 令和元年東日本台風以降
に対策工実施
　 １ ５ ０ か所
・ 令和元年東日本台風以降
に基礎調査を実施し 、 基準
値内と なったため池
　 ２ か所
・ 新たに廃止予定と なった
ため池
　 ９ か所

　 　 　 計　 １ ６ １ か所

ため池放射性物質対策【 再対策工】 　 実施状況

総数（ 廃止ため池、 及びダム
※１

除く ）
６ ２ ３ か所

（ 小１ ４ ６ 、 鹿２ ４ ５ 、 原２ ３ ２ ）

Ｒ ３ ～Ｒ ４
再対策工

（ 再詳細調査結果、 基準値
超過）
５ か所

（ 小３ 、 鹿１ 、 原１ ）

現場完了５ /５

Ｒ ２
再詳細調査

（ 緊急簡易再基礎調査結
果、 基準値超過）

５ か所
（ 小３ 、 鹿１ 、 原１ ）

（ Ｂ ）

Ｒ ３
再基礎調査【 利用・ 管理実態調査】

既に利用・ 管理実態の確認がと れている ため池
２ １ ７ か所

Ｒ ３
再基礎調査【 採泥調査】

２ １ ７ か所

Ｒ ５ ． ２ 月～Ｒ ６ 完了予定
再対策工

１ ２ か所（ 小７ 、 鹿１ 、 原４ ）

再対策工対象外
（ 再詳細調査結
果、 基準値内）

〇〇か所

Ｒ ４ ． ７ 月～Ｒ ４
再詳細調査（ R4. 6月補正予算）

（ 再基礎調査結果、 基準値超過）
２ ５ か所（ 小１ ２ 、 鹿２ 、 原１ １ ）

現場完了 ２ ５  /２ ５

Ｒ ５ ． ２ 月～Ｒ ５ ． ６ 月完了予定
再詳細調査

７ か所（ 小１ 、 鹿１ 、 原５ ）

再対策工対象外
１ ３ か所

（ う ち基準値内９
か所）

（ う ち廃止予定等
４ か所）

再詳細調査
対象外

（ 再基礎調査結
果、 基準値内）

１ ９ ２ か所
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